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令和6年 3月 28日
彼方小学校区地域教育協議会

事務局 富田林市立彼方小学校内
住 所 富田林市彼方411番地
下EL 0721-34-3105
FAX 0721-33-5523
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ふれあい委員長 片山浪世

rS、れあいフェスタ復活から1年。今年度は1月 13日に無事新春餅つき大会を再開させることができま
した。当日は朝から爽やかな晴天に恵まれ、沢山の方がつきたてのお餅やできたての

ポップコーンに舌鼓。実際に杵を持つて餅つきの体験も楽しんでもらいました。

同時に献血車による献血も行いました。たくさんの方にご協力していただいた

ことをうれし<思います。
4年rSつの開催でスタッフも未経験の方が多<、 手探りだつた場面もあつたかと
用いますが事故な<楽し<終えられたこと、この場をお借りしてお礼申し上げます。
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正式名を「彼力小学校区地上或教育協議会」といいます。      ・い″J‐

す″■‐′じ °

彼方小学校区の学校園・家庭・地域がそれぞれの役割を認識し、相互の連携を深めながら、校区の子ども

たちの健全育成を図ることを目的とし、「地域の子どもは、地域で育てよう |」 をスローガンに活動してい

ます。子どもたちの「生きる力」が豊かに育つために、地域の多<の方展のご協力をお願いします。
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とても気持ちのいい青空の下、おもちつきができました !休憩場所も大盛況～ !大人も子どもも舌鼓C)

亜

地域の方や、PTAさんたちがおもちを丸めて<れました。おもちもポップコーンも大人気 |
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彼ん小学校5年生の学習でお米作りを行っています。こちらは嬉地区の田んぼで

「特定非営利酒動法人 富鯉林自然農法『根つ子の会』」の皆さまからご協力いただき、

田植えから稲刈りまでの学習を行っています。そこで収穫したお米を使って、おにぎり

パーティーを彼方幼稚園の園児を招いておこない讀した。

収穫したお米のおにぎりを食べながら、「根つ子の会」の皆さまから食の大切さを学

また、おにぎり以外のお味噌汁については「根つ子の会」の皆さまや 5年生 P丁∧の

もと、しヽただくことができました。ありがとうございました。

鶴)は鰺櫃諄●         餘輻櫻螂緑痣緻卜《聰塚瞼倅なこ合同)
2月 13日 (火)彼方地区で麦踏み体験をしました。麦踏み体験も今年で3回目。
3年生の恒例行事となってきました。作物は大事に育てないといけないですが、麦踏みっていうと、なん

だか心が痛みます。しかし麦の成長にとつては麟要な作業なんです。子どもたちは最初恐る恐る踏んでい

ましたが、慣れてしまうと楽し<なって、遊びながら活動していました。

③必鰈 響攣蛉―。腱鸞鰈鱚瑕紆綺驚獨褥襴雉饉屏瞼攣靡③
全国の小学校に寄員曽された、大谷選手からのグロープ。彼方小学校にも

3学期から皆さん|こ披露しました。現在、職員室前でかざつていて、誰も

がすぐに触れるよう|こなつています。小学生の皆さんには、学年ごとにグ

□―プを使つてキャッチボールをする機会を設けました。

地域のみなさんもぜひ、見に来て<ださいね !

1跛褥褥 癬繹隕眈鑽鰤鋏巾膵颯削盪躙蜃財腱魏呻隧軋嘲∫屏鷹糀

‡ 2月 10日 (上)ヤンマースタジアム長居 (長居陸上競技場)・ 周回道路で行われた「牛乳
‡石鹸プレゼンツ第 15回おおさか子どもEKIDEN大 会」 |こ 4～ 6年有志で参加しました,_
大会が開催されるちょうどその時期に、小学校ではインフルエンザが

流行し、全員が参加することができませんでしたが、参加した 1チームが

大阪府下の参加した小学校で以下の成績を残しました。

詳し<はHPをご覧<ださい。
41立 富圏林市立彼方小学校 おっち― T‖鍾WOridさ蒸゛ ミきヽ
詳細は下記の URLでご覧ください
l htts1//www.pref.osaka.lg.jp/attach/2387/00078585/15thkyougikckka.pdf

aaaaaaaaaaaaaa'

費  
‐ :   k  ' '

びました。

皆さまのご協力の

t a a a a aa a a aa

土木・建築・舗装・管・水道施設工事

株式会社南 口組
〒584-0036富田林市甲田 1丁 目10番 1号
TEL(0721)25-1112番 FAX(0721)25→ 1()(番

lQ▲富田林中央
′嘔 ¬
朝日新聞 日本経済新聞 朝日小学生新聞

富田林市西板持町4-17-9
Tel,0721-34-6026 Fax10721-35-2011
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33-2433西 板持町7-11-14

清浄の息吹漂う
地元の氏神

未 曰呻ね

ベル ト&キヤップ
ワーキングウエアー

フタクチ産業株式会社
25-2461錦 織東3-6-8

震産物生産販売

野菜の自販機
始めましたコ

ナカスジファーム

電話33-1248 西板持町2-11-25
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西板持町3-8-2
電話 35-7076

建物・住まいのご相談は、塩月迄

(有)栄 光建設
080-3868-3157
楠風台3-7-17

印刷のことなら

明朗 社
覆う584‐ 0066
大阪府富田林市錦織北 3丁目2-13
富 072′ -25-27`6Fハ X072イ ー25-2アイア
匹コme′ Óυ S力a―わ@19■een οoη ″eノρ

貴族の湯 トロン温泉
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グランドホテル 
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34-2260 彼方 243

建設業許可

住宅機器販売・リフォーム

西 村 住 設

東板持町三丁目7-20電話35-7823

プロパンガス・配管工事―式

今道液化ガス商店

34-0752 彼 方 482
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鬱大皮寿司
24-9758富 日林西□駅前

NPO法人きんきうえぶ

市民公益活動支援センター

小金台2-5-」 O
TEL(0721)29-0019

桜の名所 滝谷公園人口

旅館ふたば別館

35-5160彼 方229-1

健 康 でむ 豊かに !

0野 田 薬 房~  
電話 34-0678

営業 朝9時 ～夜7時 迄
毎 週 水 曜 日 定 休

西板持町2-3-10

(株)阪本石油

33-3367

内祝・出産掘婚葬祭・カタログ販売

タナカ進物

34-1775 西本反l寺町4-16-24

GttD

7f力理冊構式会社
34-0160 西板持町 1-86

各種装飾テント | テン ト金具
建築用 シー ト◇ 香  板 製 作 販 売
車ホ ロシー ト |

胤山中田テント製作所
(富口林消防署前)yamatyuda@。 Saka emal ne,p

富田林市甲田―丁目3-6
(法務局北隣)

杉本司法書士事務所

電話 23-2588

給排水衛生 空調設備設計 施工

株式会社不動設備

34-0482 彼方472-」

ビジネス inn

翠  月
34-2235 滝谷不動参道

瀧谷不動明工寺

34-0028 彼方1762
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JA大阪歯

JA大 阪南
イメージキャラクター

「みなみちゃん」

t-<4tv'I

両社看弩 2-1-"  電話 ′
'21-21-`44,

満風台3丁 目3-11

尾多賀医院

0721-35-1680

会席料理・仕出し・寿司

久 焔
34-0582 彼 万 483

公文式 KUMON

彼 方 教 室
090-2017-4899

33-3343 西板持町7-1-29

とな り しょうがっこう

十人笑学校
デイサービス班

ケアサポート班

20-0072 寿町4-6-27

紫雲ユ′妙几オ olヽ前風
35-2013彼 方1943-2

古 民卒彼 方
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持続可能な農業を提案します。

無肥料・無農薬。自家採種

富田林市嬉449

NPO法人 富田林自然農法 根っ子の会
090‐ 7348‐ 7106

[「AISH③

株式会社太商開発
〒584-0066 富田林市錦織北一丁日22番 1号

TEL(0721)25-0688 FAX(0721)25-8835
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おいしく、たのしく、
懐通に。

309富田林店

渉  り なければつくる0,OC?M株式会社オソコム

(本社〉T440-0856愛知県豊橋市鍵田町36
丁EL:0532-55-7700/FAX:0532-55-7701
https:〃www.onocom.co.jp/

∫警ゾ譲ン。率,ソいのことで困つたら

(竃)シ練 イン
翻Cライフサポーター
サンロー1ヽ汐の宙 105)J
(,721-■ )'■-5811

～ 地 域
の 方 々 に 支 翡 れ た 豊 か な 活 動 ～

富田林市彼方329番地

・・ ・ ・ ・ ・ |・・ ・・・   .・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・

株式会社さくら綜合警備

～ ～スポ‐ツもが たば らてみ
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製本 紙エ ビジネスフォーム

〔株)東野紙工

34-7876 彼方」983

株式会社 安 政

安 田尚司
西板持町1-241 TEL 34-O055

33-209」 本黄山132



(鵞 に、小学校の集会で、′」ヽ学生の登下校を見守って<ださつている
屁 鍍メノ鷹 鱚餞鐵参 彼 有 小 学 校
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成廉書を縣多感l酬
「J跡け

′|

2月 21日 |

「子どもの安全 彼方ネットワーク」の皆さんをお招きして、小学生から感謝の気持ち
を伝える「見守り隊感謝集会」が行われました。小学校からは児童会代表の児童が「子

どもの安全 彼応ネットワーク」の皆さんへの感謝の言葉を伝え、また見守り活動をさ
れている皆さんからは一言ずつお言葉を頂戴いたしました。

「見守り隊感謝集会」|こ参加された皆さま、そして、日頃見守り活動をされておられ

感謝集会当日参加できなかつた皆さま、′」ヽ学生の安全な登下校にご尽力いただき、まこ

とにありがとうございます。

また、小学生の登下校時刻に通学路近辺を散歩されるなど、ちょつとした見守り活動をしようとお考えの方

がおられましたら、′」ヽ学校までご連絡<ださい。「子どもの安全 彼方ネットワーク」の見守り)舌動グッズを
お渡しいたします。     R汐
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お ら か た 勝 い く え た

今年は 2月 2日に節分の行事を行いました。子どもたちは、彼方保育園で恒例になつている七輪でイワシを焼い
たり、豆を炒つたりするところを見て匂いを感じたり、柊にイワシの頭をつけて門 (お家では玄関)に飾ることや、

豆まきなどの由来を聞きました。今年も、ひまわり組 (5歳児クラス)の子どもたちは、新間紙と和紙を何枚も貼り

重ねて、張り子のお面を作りました。とても根気のいる作業ですが、みんな頑張つて作り素敵なお面がで
0・   0
o   きました。そして今年は、3歳児・ 4歳児・ 5歳児の子どもたちが、自分たちの中にいる鬼 (弱いところ)

を豆まきと一緒に退)台し、手紙にしたものを、豆まきの後仲良<なった鬼に持って帰ってもらいました。

これからも、伝統文化を子どもたちに伝える行事を大切に行っていきたいと思います。
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お り か た よ う ち え た

彼方幼稚園は毎月1回、地1或のお茶の先生をグストティーチャーとしてお招きし、園児がお茶会を楽しんで

います。5歳児中心の)舌動ですが、秋からは4歳児も加わり、お作法を学んでいます。
『お先にいただきます』『どうぞ』という、謙虚な気持ちや、『反達のためにおいしいお茶を点てる』『反達

が点てたお茶、おいしかった』など、相手を題いやる気持ちを育んでいます。

始めは静かに座ることが難しかつた子どもたちも、正座することや歩き方、お辞儀の仕方など、少しずつで

きるようになってきました。

2月 26日にはおうちの方に参加していただき、おうちの力のために
お茶を点てました。おうちの方も「とてもおいしかったです」と喜んで

いただきました。最後にお茶の先生から「習のはじめ」という書状と

プレゼントをいただき、大満足の子どもたちでした。

いつまでも “謙虚な心"と “悪いやりの気持ち"を大切にしてほしいと願つ

「

~~~~~~~~… ……………………………

1読 集 後 記 岡 田  奈 未 子  広 報 委 員 長

みなさん、蛇□から水が出る、電気が通じているなど生活するうえで必要な状況を当たり前だと思つているで

しょう。でも、災害に遭うと断水や停電してたちまち不便になります。

元日に起こつた能登半島地震では甚大な被害が出て、未だに断水している地上或や避難所生活を送っている方が

た<さんおられます。被災の報道を見ると、防災について考えさせられ、不自由な<生活できる事を有難いと感
じます。当たり前つて、人によって基準は違うと思いますが、感謝の気持ちを忘れないようにしたいですね。
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